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き

幕
末
・
維
新
期
に
、
近
代
的
タ
イ
プ
の
企
業
家
あ
る
い
は
企
業
指
導
者
が
、
多
く
日
武
士
階
級
己
と
に
諸
藩
士
の
聞
か
ら
発
生
し
た

こ
と
は
、
広
く
認
め

b
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
彼

b
の
一
部
は
民
間
人
と
し
て
実
際
に
近
代
企
業
を
経
常
し
、
も
し
く
は
プ
ロ
モ

l

タ
ー
と
し
て
一
市
躍
し
た
。
他
の
一
部
は
中
央
・
地
方
の
政
府
官
僚
と
し
て
近
代
企
業
白
育
成
に
あ
た
担
、
と
き
に
は
政
府
企
業
の
経
営

を
担
当
し
た
。
日
本
白
近
代
産
業
は
政
府
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、
よ
く
い
わ
れ
る
が
、
問
題
と
す
べ
き
は
、
そ
の
政

府
を
構
成
し
た
人
々
の
性
格
で
あ
っ
て
、
よ
く
引
合
い
刊
に
出
さ
れ
る
大
久
保
利
通
の
よ
う
な
人
は
、

『
ス
タ
ー
リ
ン
は
偉
大
友
企
業
家

で
あ
っ
た
』
と
い
わ
れ
る
の
と
同
じ
意
味
で
、
日
本
の
近
代
化
過
程
に
沿
け
る
偉
大
な
企
業
家
と
見
て
よ
H
で
あ
ろ
う

u

以
上
白
よ
う
な
近
代
的
タ
イ
プ
心
企
業
家
な
い
し
企
菜
指
導
者
が
幕
末
・
維
新
期
に
多
数
請
出
し
、
そ
の
あ
る
も
白
は
官
途
に
つ
き
、

他
臼
屯
白
は
民
間
に
あ
っ
て
、
両
者
が
相
呼
応
し
た
と
こ
ろ
に
、
同
本
の
速
か
な
近
代
化
の
原
動
力
が
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
私
は
英
雄
主
義
的
な
歴
史
論
主
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
人
物
を
生
み
出
し
た
客
観
情
勢
を
無
視
し
よ
う
と
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す
る
も
の
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
当
時
は
封
建
経
済
か
ら
資
本
主
義
経
済
へ
の
変
革
期
で
あ
り
、
モ
の
変
革
が
ま
ず
政
治
的
変
革
と

し
て
爆
発
し
た
時
期
で
あ
る
。
裏
か

b
い
え
ば
、
封
建
社
会
は
す
で
に
安
定
を
失
っ
て
い
た
が
、
モ
れ
か
と
い
っ
て
資
本
主
義
社
会
は

ま
だ
形
成
さ
れ
る
に
至

b
な
い
時
期
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
己
ん
と
ん
た
る
過
渡
期
で
あ
づ
た
。
英
国
の
よ
う
た
、
封
建
経
済
か
ら
資
木

主
義
経
済
へ
の
展
開
が
自
然
成
長
的
に
行
わ
れ
た
固
に
治
い
て
さ
え
、
モ
の
過
渡
期
は
個
人
的
英
雄
の
活
躍
の
余
地
が
大
き
い
時
期
で

あ
ヲ
た
。
己
れ
を
産
業
革
命
と
い
う
相
に
限
ヮ
て
も
、
そ
こ
に
活
躍
し
た
企
業
家
平
技
術
的
発
明
家
に
触
れ
ず
に
は
、
事
を
談
じ
え
な

い
で
あ
ろ
う
。
実
に
、
こ
の
よ
う
な
人
々
の
活
躍
が
、
資
本
主
義
社
会
の
形
成
に
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
場

合
に
沿
い
て
は
、
た
治
さ
ら
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
近
代
化
の
始
点
と
し
て
の
幕
末
・
維
新
期
の
研
究
に
は
、
指
導
的
人
物
の
研
究
を
欠
く
こ
と
を
え
た
い
。
わ

が
経
済
史
学
界
に
沿
い
て
は
、
中
小
生
産
者
層

l
lと
く
に
農
村
に
お
け
る

l
!
の
両
極
分
解
の
過
程
に
お
い
て
、

一
方
の
極
に
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
が
、
他
方
の
極
に
キ
ャ
プ
テ
ン
・
オ
ブ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
が
出

τく
る
と
い
う
方
法
論
に

L
f
が
っ
て
、
極
め
て
多
く
の

人
が
研
究
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
研
究
か

b
具
体
的
に
ど
ん
友
人
物
が
出

τく
る
の
か
、
こ
れ
に
つ
い
で
は
そ
の
人
々
の
研
究
成
果

に
期
待
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
私
は
、
旧
武
士
の
間
か

b
す
で
に
出
て
き
で
い
る
企
業
家
的
人
物
心
中
か

b
、
石
河
正
龍
と
大
島

高
任
主
選
び
、

そ
の
事
績
平
思
想
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
期
の
企
業
家
一
般
の
性
格
を
う
か
が
い
、
か
っ
そ
の
発
生
の
背
景
に
言

及
し
た
い
と
思
う
。

石
河
正
龍

文
政
八
(
一
入
二
五
)
l明
治
二
人
(
一
八
九
五
)

石
河
正
程
(
確
太
郎
一
一
は
薩
摩
藩
士
、

同
藩
の
紳
紡
績
事
業
の
創
建
に
大
き
た
貢
献
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
た
く
、

明
治
初
期
に
は
紡



績
コ
ン
サ
ル
タ
ン

f
と
し
て
、
紡
績
業
の
興
隆
に
尽
痔
し
た
人
で
あ
る
。

石
河
は
大
和
高
田
の
儒
家
に
生
れ
、
弘
化
元
年
二
十
歳
に
し
て
江
戸
に
出
て
蘭
学
者
杉
田
成
卿
の
門
に
入
担
、
間
も
な
く
長
崎
へ
遊

学
し
た
。
長
崎
で
は
盗
み
学
問
を
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
と
れ
は
、
誰
に
つ
い
た
と
か
、
ど
こ
で
学
ん
だ
と
か
い
う
の
で
は
な
か

ヮ
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
安
政
元
年

r帰
郷
し
た
が
、
時
あ
た
か
も
ペ
リ
ー
が
来
航
し
て
問
も
た
く
の
こ
と
で
、
各
藩
と
も
新
式

兵
学
h
T

砲
術
の
知
識
人
を
求
め
て
血
眼
に
在
っ
て
い
た
時
期
の
と
と
と
て
、
石
河
は
藤
堂
侯
・
小
笠
原
侯
ら
に
も
聴
せ
ら
れ
た
が
、
結

局
島
津
侯
の
聴
に
応
じ
、
安
政
三
年
薩
摩
藩
士
と
し
て
正
式
に
召
抱
え
ら
れ
た
。
実
弟
正
明
も
同
時
に
仕
官
し
た
。

石
河
が
最
初
に
就
任
し
た
の
は
御
庭
役
で
あ
ヮ
た
。
こ
れ
は
い
わ
ば
蒋
主
白
側
近
で
あ
る
。
時
の
藩
主
斉
彬
は
、
身
分
の
如
何
を
問

わ
ず
、
人
材
士
登
用
し
て
御
庭
役
に
任
じ
、
色
々
の
と
と
の
相
談
相
手
と

L
た
の
で
あ
る
。
西
郷
隆
盛
も
一
時
は
御
庭
役
白
一
員
で
あ

っ
た
。
石
河
は
こ
の
役
に
就
き
、
聞
も
左
く
御
庭
奉
特
に
昇
任
さ
れ
士
。
藩
主
が
彼
を
重
用
し
た
と
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

勤
役
中
、
石
河
は
斉
彬
か
ら
一
書
ヤ
示
六
一
れ
十
。
そ
れ
が
英
書
で
あ
っ
士
た
め
一
、
長
崎
へ
送
ヲ
て
蘭
訳

L
t
も
b
っ
た
と
己
ろ
が
、
そ

れ
は
綿
糸
紡
績
業
に
関
す
る
書
物
で
あ
っ
た
。
か
ね
て
機
械
紡
績
業
に
関
心
を
抱
い
て
い
士
斉
彬
の
意
は
、
と
の
書
物
に
上
っ
て
俄
か

に
動
者
、
紡
績
工
場
の
建
設
が
計
画
芦
れ
る
こ
と
に
な
ヮ
ヤ
。

こ
の
計
画
ほ
、
安
政
六
年
に
斉
彬
が
逝
去
し
た
と
か
そ
の
他
の
事
情
で
、

ば
か
ば
か
し
く
准
ま
校
か
っ
た
が
、
法
応
一
主
年
に
五
代
友
厚
そ
の
他
多
く
の
藩
」
J

が
渡
欧
し
た
折
に
、
武
器
モ
の
他
と
併
せ
て
、
同
藩

は
紡
績
機
峨
一
式
を
購
入
し
、
そ
の
到
着
者
ま
っ
て
紡
績
了
場
が
建
設
さ
れ
た
。
慶
応
三
年
に
運
転
を
開
始
し
た
鹿
児
島
紡
績
所
が
そ

そ
こ
に
い
た
る
過
程
に
お
い
て
、
者
彬
の
遺
志
の
実
現
脅
絶
え
ず
考
え
て
い
た
の
は
、
不
一
川
で
あ
っ
た
。
そ
の
聞
の
事
情

を
物
語
る
も
の
は
、
彼
が
交
久
三
年
に
藩
+
?
に
芽
出
し
た
「
堺
紡
績
所
建
設
建
議
吉
田
」
で
あ
る
。
こ
の
建
議
書
仕
単
に
彼
の
紡
績
工
場

れ
で
あ
る
。

建
設
へ
の
熱
意
を
一
市
す
だ
け
で
な
く
、
企
業
家
的
な
彼
の
人
物
を
示
し
て
い
る
か

b
、
こ
こ
で
そ
白
内
容
を
紹
介
し
土
う
。
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そ
こ
に
は
ま
ず
当
時
白
綿
布
需
給
白
状
態
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
一
記
さ
れ
て
い
る
。

『
木
綿
布
は
貴
肢
と
も
日
用
不
可
欠
者
に
御
座
U
処
、
当
時
絹
直
前
料
に
相
成
、
日
諸
国
共
綿
布
の
用
度
前
に
倍
々
仕
、
従
マ
価
益
々
沸
勝
、
付
而
は

産
出
も
亦
倍
々
相
殖
凶
え
共
、
未
出
す
所
月
ふ
る
所
に
不
足
趣
に
御
座
U
。
但
し
一
人
の
紡
ぐ
所
の
糸
一
日
間
十
匁
に
過
ぎ
ず
、
織
る
所
の
布
一
日
二

反
余
に
相
及
び
、
大
約
八
人
の
紡
ぐ
所
僅
に
一
人
の
織
る
所
に
給
L
U
算
に
て
、
紡
織
平
均
不
仕
U
。
此
枕
に
候
故
、
当
時
総
弥
高
料
に
相
成
、
上
方

辺
百
姓
も
耕
作
を
止
め
、
男
女
共
糸
稼
仕
候
様
相
成
U
。
就
て
は
紹
を
沢
山
御
産
出
有
之
凶
事
、
当
時
の
要
務
、
御
経
済
の
第
一
と
辛
存
候
』

絹
布
の
価
格
の
騰
貴
は
、
開
港
に
伴
っ
て
俄
か
に
起
っ
た
生
絡
の
輸
出
需
要
が
も
た
ら
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
綿
布
価
格

白
騰
貴
を
一
誘
い
、
同
時
に
生
じ
た
需
要
増
加
と
柑
ま
っ
て
、
生
産
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
価
格
は
ま
す
主
す
騰
貴
の
傾
向
を
一
市

し
つ
つ
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
白
綿
布
む
ヰ
産
事
情
を
み
る
と
、

一
人
の
織
布
工
が
使
う
糸
を
紡
ぐ
の
に
八
人
の
紡
斉
一
手
軒
必
要

と
す
る
有
様
で
、
紡
績
工
程
と
織
布
工
程
刀
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
立
、
あ
た
か
も
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
一
八
世
犯
の
中
ご
ろ
そ
の
ま
ま
の
状

態
で
あ
っ
た
。
こ
の
工
う
た
事
情
主
観
察
し
た
石
河
は
、
綿
糸
の
増
産
乙
ぞ
当
面
の
要
務
で
あ
り
、
経
済
政
策
の
第
一
義
で
あ
る
と
考

え
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
増
産
の
万
法
と
し
て
、
凶
洋
白
機
械
技
術
の
導
入
士
説
く
の
で
あ
る
。
モ
乙
で
彼
は
、
『
西
洋
に
で
は
紡
織
縫

共
器
械
を
以
て
廿
候
儀
に
有
之
、
今
縫
は
扱
置
、
紡
撤
白
器
械
相
開
候
て
主
り
、
大
小
人
工
を
省
き
候
己
と
、
十
五
庄
の
機
僅
に
一
人
の

嬰
童
監
し
で
足
れ
り
と
申
説
を
以
被
察
、
又
産
出
の
英
大
な
る
巴
と
は
ア
メ
リ
カ
に
て
イ
ギ
リ
ス
の
紡
織
局
へ
綿
仕
送
を

Uτ
渡
世
仕

候
者
一
一
百
万
戸
有
之
候
一
事
を
以
て
被
察
候
哉
』
と
、
綿
業
の
機
械
化
と
そ
の
影
響
と
を
略
説
し
、
つ
づ
い
て
、
「
就
而
は
、
奉
願
上
候
儀

は
、
右
紡
織
田
器
械
、
御
交
易
方
自
御
利
潤
を
以
て
追
々
御
父
易
み
へ
御
取
入
に
相
成
町
様
被
仰
付
、
差
当
の
処
は
別
段
御
金
御
下
被
成

下
、
先
づ
一
御
試
と
し
て
一
自
に
紙
百
斤
づ
っ
紡
ぎ
候
器
械
一
具
御
取
入
被
成
下
度
奉
願
候
。

(
機
械
代
金
は
運
賃
抜
き
で
お
よ
そ
T
五
百

両
) 

こ
の
価
金
位
の
事
は
、
右
器
械
を
以
紡
候
惚
を
、
嵐
官
へ
ば
琉
球
へ
遣
は
し
縞
に
為
織
、
大
坂
へ
差
登
候
御
利
潤
の
分
を
以
て
に



て
も
速
に
被
相
梢
可
申
候
』
と
い
フ
て
い
る
。

己
れ
に
よ
れ
ば
、
紡
機
の
輸
入
は
交
易
方
白
利
潤
で
賄
う
へ
き
で
あ
る
が
、
差
当
つ
て
は
別
途
基
金
か
ら
借
入
れ
て
乙
れ
に
充
て
れ

ば
よ
い
、
そ
の
借
入
金
心
如
き
は
、
そ
の
機
械
で
紡
い
だ
糸
士
た
と
え
ば
琉
球
へ
持
っ
て
い
っ
て
縞
に
織
ら
せ
、
こ
れ
士
大
阪
市
場
で

売
る
と
い
う
方
法
士
取
れ
ば
、
速
か
に
償
還
十
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ

b
の
言
葉
は
石
河
が
市
場
機

会
の
セ
γ
ス
を
十
分
に
持
合
わ
せ
亡
い
た
こ
と
を
出
し
亡
お
り
、
モ
れ
を
利
用
す
る
た
め
に
投
資
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
要
す

る
に
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
の
中
に
近
代
企
業
家
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
付
加
う
べ
き
は
、
そ
の
企
業
心
が
蒋
の

国
富
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
続
い
て
日
く
、
『
左
候
前
、
右
器
械
持
渡
候
上
は
、
交
易
方
上
り
其
処
其
処
に
亡
実

綿
直
買
上
仕
、
糸
に
紡
ぎ
候
上
は
、
御
国
用
分
の
外
夫
々
機
場
へ
仕
登
候
は
ば
、
一
廉
の
御
経
済
御
国
華
に
相
成
、
追
々
器
械
相
整
候
上
は
、

日
本
中
の
綿
も
御
国
へ
引
候
様
相
成
可
中
候
L

と
述
べ
て
い
る
。
モ
し
て
最
後
に
、
大
阪
の
町
人
も
、
界
械
学
に
通
じ
亡
い
る
者
が
な

い
か
ら
、
目
下
の
と
こ
ろ
は
器
械
を
輸
入
し
て
紡
績
業
を
や
ろ
う
と
し
て
仰
な
円
け
れ
ど
も
、
五
、
六
午
も
す
れ
ば
そ
の
よ
う
な
も
の

が
山
て
く
る
で
あ
ろ
う
か

b
、
そ
う
な
ら
た
い
う
ち
に
薩
摩
落
ー
で
率
先
紡
績
工
場
白
建
設
に
着
手
し
、
大
い
は
藩
富
を
増
進
す
ベ
古
で

あ
る
、
と
結
ん
で
い
る
。

鹿
児
島
紡
績
所
が
操
業
を
開
始
し
た
忍
年
(
慶
応
四
|
|
明
治
元
年
)
に
、

落
は
、
そ
白
分
工
場
と
し
亡
堺
紡
綴
所
建
設
白
議
士
決
し
、

当
然
の
こ
と
な
が

b
、
石
河
に
ζ

れ
を
主
宰
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
モ
白
内
命
を
う
け
た
彼
は
、
三
ワ
白
条
件
を
づ
け
、
す
べ
て
容
れ

ら
れ
て
、
正
式
任
命
と
い
う
こ
と
に
た
っ
た
の
で
あ
る
が
、
モ
の
条
件
日
第
一
は
、
紡
機
を
先
に
し
、
織
機
を
後
に
す
べ
き
己
と
で
あ

っ
て
、
モ
の
前
書
吉
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

『
官
同
国
強
兵
は
天
下
の
通
論
、
洋
人
冨
を
計
り
兵
を
治
む
る
こ
と
我
亜
細
面
州
に
過
ぎ
た
る
こ
と
、
世
人
普
く
知
る
所
に
て
、
我
浅
見
未
其
語
を
見
ず

近
代
日
本
心
先
駆
的
企
築
家

第
人
十
四
巻

ノl
レ
〕

第
三
円

五



近
代
日
本
の
先
駆
的
企
業
家

第
八
十
四
巻

/¥ 
戸、

第
三
号

ノ、

振 候
う待
は 共
~~ 
倣 其
有 志
る t主
に存者
由書
る Vて
と溢
申れ
近 有
諭 之
も候
ヰT

弓長
長司
が j機
ま械
しを
く以
可 致
悪寓
言の

と根
If 本
申と
、し
実、

以 近
相 来
違 益
1!¥々
之 精
儀 巧
と f昼、
思々
案盛
仕 大
候 に
。相

交 成
通 候
有
無 方
以 今
済 英
民|玉|
用 戚
はを
困満
よ世
り界
経に

済
の
本
旨
謎
々
広
く
相
成
可
申
は
勿
論
、
従
て
一
管
自
同
封
内
土
地
の
産
す
る
所
を
待
居
候
而
は
、
何
れ
の
日
か
盛
大
を
見
強
兵
を
期
し
可
申
哉
。
(
中

時
)
我
日
本
に
於
て
最
聞
け
ざ
る
は
機
械
に
し
て
、
何
一
物
と
し
て
手
工
よ
り
出
で
ざ
る
者
は
無
く
、
世
益
々
聞
く
る
に
従
て
物
川
愈
々
繁
く
、
遂
に

農
夫
も
農
を
作
す
の
本
を
捨
て
手
工
の
末
広
走
り
、
本
を
修
む
る
よ
り
末
を
修
む
る
方
却
で
利
を
得
る
こ
と
多
き
様
に
相
成
有
志
候
e

且
洋
和
賞
品
を

見
候
に
、
彼
に
よ
り
蒲
ら
す
所
は
十
に
八
九
は
機
械
に
出
で
た
る
品
、
我
よ
り
与
ふ
る
所
は
十
に
八
九
は
土
に
庄
し
た
る
者
に
し
て
、
手
工
に
出
で
た

る
も
亦
稀
な
り
。
相
当
ら
さ
る
こ
と
遠
く
、
常
巳
彼
れ
に
利
を
制
せ
ら
る
る
こ
〉
」
固
よ
り
其
理
に
候
。
(
中
略
)
ム
マ
紡
識
の
事
の
次
で
に
紡
事
を
以
亡
機

ほ
の
利
を
論
じ
候
わ
ん
に
、
蒸
気
機
を
以
て
紡
す
る
は
常
用
手
紡
車
を
以
て
す
る
よ
り
速
な
る
こ
と
二
十
倍
に
し
て
、
機
械
の
大
小
一
な
ら
ず
候
え
共
、

通
常
一
車
に
五
百
健
を
紡
し
、
而
し
て
二
車
の
聞
に
嬰
児
一
入
居
り
て
こ
れ
を
監
す
る
の
み
に
候
』

モ
の
怠
は
要
す
る
に
、
近
代
国
家
の
富
強
の
基
礎
は
機
械
的
工
業
生
産
に
あ
る
、
と
い
う
に
あ
り
、
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、
彼
の

眼
が
、

一
一
隆
落
の
富
強
だ
け
で
な
く
、
同
洋
諸
国
に
対
す
る
意
味
で
の
わ
が
国
の
富
強
に
注
が
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
条
件
の
第
二

は
、
紡
績
所
D
利
益
金
を
砲
台
白
築
造
と
洋
学
局
D
経
費
に
充
つ
ベ
き
こ
と
で
あ
っ

τ、
と
く
に
後
者
に
つ
い
て
『
洋
学
は
他
の
学
科

と
は
違
い
若
干
の
用
度
御
給
し
置
無
之
候
て
は
真
心
学
術
相
修
候
儀
不
相
成
候
』
と
述
べ
て
い
る
。
石
川
は
、
紡
績
事
業
だ
け
で
な
く
、

蒸
気
船
心
建
造
、
電
気
に
関
す
る
仕
事
モ
の
他
の
新
事
業
に
関
与
し
、
ま
た
開
成
学
校
の
教
授
と
し
て
洋
学
の
原
興
に
も
あ
ず
か
つ
て

い
た
。
彼
が
洋
学
の
振
興
を
国
家
の
富
強
と
い
う
主
場
か
ら
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
ャ
が

て
建
設
さ
る
，
へ
き
堺
紡
績
所
の
利
益
金
臼
一
部
を
洋
学
局
の
経
費
D
一
端
に
充
当
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
は
、
広
hv
青
山
味
で
、
利
潤

の
再
投
資
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
第
三
の
条
件
と
し
て
、
包
年
間
転
勤
を
命
じ
な
い
よ
う
要
望
し
た
こ
と
と
併
せ
て

h



彼
の
企
業
家
的
性
格
の
一
端
士
一
市
す
も
む
で
あ
ろ
う
。

堺
紡
績
所
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

I
製
む
機
械
主
用
い
、
明
治
=
一
年
に
操
業
主
開
始
し
た
。
翌
年
七
月
廃
藩
置
県
と
な
り
、
五
年
七
月

に
い
た
ヲ
て
同
工
場
は
政
府
に
買
上
げ

b
れ
、
い
わ
ゆ
る
官
営
模
範
工
場
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
と
と
も
に
石
河
は
政
府
に
出
仕
、
爾
後
、

明
治
二

O
年
に
六
三
川
戚
で
退
官
す
る
ま
で
、
紡
績
コ
ン
サ
ル
タ

Y
ト
と
し
て
、
日
本
紡
績
業
四
辰
興
に
尽
淳
し
た

n

ω
石
河
正
程
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
、
絹
川
雲
単
苦
「
本
邦
綿
献
紡
輯
史
」
第
一
巻
に
よ
る
。

ω
石
河
内
著
述
に
「
紡
綿
即
時
」
が
あ
ゐ
由
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
書
物
の
邦
訳
か
。

同
五
代
龍
作
著
「
一
方
代
主
川
庁
伝
」
吉
一
七
頁
。
な
お
、
紡
積
装
の
削
始
者
を
五
代
に
求
め
る
説
も
あ
る
が
(
例
え
ば
菅
野
和
太
郎
「
統
文
阪
経
済
史
研

究
」
一
八
四
頁
)
、
思
ほ
そ
う
は
思
わ
な
い
。
尤
も
育
代
は
、
薩
摩
藩
が
堺
紡
積
所
を
建
設
す
る
に
あ
た
り
、
石
河
の
下
で
紡
績
所
掛
に
任
じ
て
い
る
。

刷
こ
の
連
議
書
は
、
彼
が
大
阪
百
同
町
の
薩
藩
国
産
会
所
に
勤
役
中
陪
呈
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
G
彼
は
も
一
つ
の
建
議
書
を
書
い
た
が
、

そ
れ
に
は
、
一
、
豊
高
な
奥
川
産
米
と
同
内
大
和
の
木
綿
と
金
交
易
し
て
藩
利
を
興
す
べ
き
こ
と
、
一
一
、
大
和
国
時
金
所
を
利
用
し
て
銀
札
を
発

行
す
る
こ
と
、
一
一
一
、
大
和
・
河
内
の
掃
作
用
に
油
槽
魚
肥
等
乞
貸
下
げ
、
実
綿
を
以
て
返
納
せ
し
め
、
綿
花
綿
実
油
を
製
す
べ
き
こ
と
、
四
、

同
地
方
の
産
綿
を
イ
ギ
リ
ス
に
輸
叫
す
べ
き
こ
と
、
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

大

島

高

任

文
政
九
三
八
二
六
〉

l
明
治
吉
一
四
二
九
O

わ
が
国
に
金
け
る
製
鉄
業
近
代
化
の
先
駆
者
一
人
島
高
任
は
、
南
部
侯
白
侍
医
大
島
周
意
。
長
男
に
生
れ
た
。
父
は
か
ッ
て
蘭
法
医
学

を
修
め
た
人
で
あ
弘
。
天
保
二
二
年
一
七
歳
白
と
さ
、
父
に
従
っ

τ江
戸
に
よ
り
、
箕
作
院
甫
や
坪
井
信
道
心
門
に
入
ヲ
て
蘭
学
を
修

め
た
が
、
弘
化
三
年
改
め
て
長
崎
留
学
士
命
じ

b
れ
、
お
る
乙
と
二
年
、
蘭
書
に
よ
っ
て
兵
法
・
砲
術
・
採
鉱
・
製
煉

ω
学
技
を
習
得

し
た
。
嘉
、
氷
四
年
、
藩
白
鉄
砲
方
士
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
藩
土
に
西
洋
砲
術
主
教
援
し
た
が
、
翌
年
さ
ら
に
困
洋
砲
術
研
究
の
た
め
江
戸

出
向
主
命
じ
ら
れ
た
。
藤
田
東
湖
を
介
し
て
水
戸
斉
昭
に
知

b
れ
た
の
は
、
モ
白
後
間
も
な
く
の
こ
と
で
あ
色
。

近
代
日
本
の
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的
企
業
家
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巻
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嘉
永
六
年
に
ベ
リ
ー
が
来
航
し
た
。
斉
昭
は
か
ね
て
鉄
製
大
砲
の
考
案
を
い
だ
い
て
い
た
が
、
そ
の
意
を
受
け
た
同
藩
士
藤
田
東
湖

は
、
大
島
の
こ
と
を
聞
き
知

p
、
鋳
砲
用
反
射
炉
の
模
型
を
作
る
こ
と
を
依
嘱
し
た
。
大
島
は
そ
白
友
、
薩
摩
藩
士
竹
下
請
右
衛
門
と

相
謀
わ
J
B

三
昼
夜
に
し
て
モ
れ
を
仕
上
げ
て
東
糊
に
示
し
た
υ

こ
こ
に
沿
い
て
斉
昭
は
反
射
炉
の
築
造
を
決
意
し
、
大
島
・
竹
下
の
丙

名
な
LJ
び
に
私
日
藩
土
熊
回
嘉
門
を
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
士
の
身
分
の
ま
ま
で
雇
鴨
し
、
費
用
は
こ
れ
を
幕
府
か
ら
の
拝
借
金
に
仰
ぎ
、
も

ヲ
て
事
業
に
着
手
し
た
。
中
心
人
物
は
も
ち
ろ
ん
大
島
で
あ
っ
て
、
被
は
、
ま
ず
耐
火
煉
瓦
用
粘
土
の
探
索
か

b
始
め
、
石
炭
の
採
掘

と
そ
の
品
質
の
検
討
、
反
射
炉
設
計
図
白
作
製
、
ポ
ー
リ
ン
グ
・

7
γ

ン
の
設
計
・
製
作
た
ど
に
い
た
る
ま
で
、

一
さ
い
の
仕
事
を
担

当
し
た
u

そ
し

τ、
反
射
炉
は
安
政
二
年
一
一
月
に
完
成
し
、
翌
年
四
月
、
雲
州
銃
三
百
三

O
余
貰
を
も
っ
て
最
初
心
鉄
銃

(
モ
ル
チ

ノレ
) 

の
鋳
込
み
に
成
功
し
た
。

し
か
し
、
砂
鉄
を
原
料
と
す
る
雲
州
銑
は
鋳
砲
材
料
と
し
て
適
当
で
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
大
島
は
モ
の
原
料
を
南
部
領
の
岩
鉄
に
求

か
ん
と
う

め
、
モ
の
精
錬
に
洋
式
の
高
炉
を
築
く
こ
と
を
思
い
立
っ
た
。
南
部
藩
給
人
(
地
侍
)
貫
洞
瀬
左
衛
門
D
名
儀
で
開
坑
さ
れ
た
大
橋
(
釜

石
)
鉄
山
が
モ
れ
で
あ
っ
て
、
高
炉
第
一
号
は
安
政
四
年
三
月
に
竣
工
、
問
年
末
に
最
初
の
出
銑
に
成
功
し
た
。
こ
れ
わ
が
国
に
沿
け

る
近
代
的
製
鉄
業
の
鴨
矢
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
モ
の
後
釜
石
一
帯
の
地
に
高
炉
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
増
設
さ
れ
、
維
新
当
時
に
は

一
O
座
を
数
え
、
一
座
一
日
沿
よ
そ
千
貫
目
の
銑
鉄
を
生
産
し
た
。
け
れ
ど
も
モ
の
問
、
安
政
五
年
に
、
水
戸
奔
昭
が
通
商
条
約
の
締

結
に
強
硬
に
反
対
し
て
、
幕
府
か
ら
謹
慎
を
命
f
b
れ
た
た
め
、
同
藩
に
沿
け
る
反
射
炉
の
作
業
も
治
自
ず
か
ら
休
止
と
な
り
、
大
島

は
翌
年
雇
聴
を
解
か
れ

τ南
部
藩
に
帰
っ
た
の
で
あ
る
。
先
駅
的
企
業
家
と
し
て
の
大
島
の
思
想
が
明
確
に
う
か
が
わ
れ
る
の
は
、

こ

の
帰
藩
以
後
に
属
す
る
。

帰
藩
後
大
島
は
、
ま
ず
安
政
六
年
、
大
橋
鉄
山
吟
味
役
に
就
い
た
が
、
翌
万
延
元
年
に
は
幕
府
の
蕃
書
調
所
教
授
手
伝
を
帰
託
せ

b



れ
る
と
と
も
に
、
藩
の
江
戸
詰
国
産
方
頭
取
な
ら
び
に
勘
定
奉
行
栴
に
任
じ
ら
れ
た

G

こ
う
し
て
国
産
振
興
政
策
を
担
当
す
る
己
と
に

な
っ
た
が
、
こ
れ
に
関
連
し
て
藩
主
に
上
呈
し
た
上
申
書
に
ま
ず
彼
の
思
想

ω
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

『
御
国
家
主
寓
候

に
は
、
広
く
御
国
産
を
御
取
立
被
遊
、
金
銭
之
出
路
を
塞
ぎ
、
入
路
を
開
ら
き
候
よ
り
主
敷
事
は
有
之
問
敷
、
御
国
産
物
を
御
取
立
被

遊
侠
に
は
、
御
国
産
関
所
並
大
製
作
場
御
立
被
遊
、
重
き
御
役
人
総
裁
に
て
、
其
向
功
者
友
る
人
物
御
選
頭
取
不
被
仰
付
侯
て
万
端
為

御
任
不
被
遊
候
て
は
、
行
届
難
時
事
と
奉
存
侯
』
と
い
う
の
が
モ
日
前
文
で
あ
っ
て
、
国
家
富
強
の
基
慌
を
生
産
業
の
興
隆
に
求
め
て

ぃ
。
点
で
、
前
に
掲
げ
た
石
河
正
詰
と
抵
抗
を
一
に
し
て
い
る

モ
白
生
産
業
興
隆
白
具
体
的
な
万
策
と
し
て
、
彼
は
第
一
に
民
間
に
お
け
る
発
明
工
夫
を
奨
励
す
る
方
法
と
し
て
パ
テ

γ
ト
制
度
類

似
白
仕
組
み
を
提
唱
し
、
第
二
に
、
国
産
調
所
が
直
接
に
担
当
す
べ
き
事
業
と
し
て
製
鉄
業
・
製
塩
業
・
製
鋼
業
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

南
部
落
が
、
水
戸
藩
反
射
炉
心
運
転
中
止
後
も
、
つ
吉
っ
さ
と
高
炉
を
増
築
し
た
の
は
、
己
の
上
申
書
に
し
た
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
彼
の
思
想
を
う
か
が
う
上
に
興
味
が
あ
る
白
は
、
製
虚
業
に
つ
い
て
述
へ
て
い
る
個
所
で
あ
る
。
そ
れ
に
主
る
と
、
当
時
岡
藩

白
塩
需
要
量
は
五
万
石
、
領
内
供
給
量
は
二
万
石
で
、
差
引
一
二
万
羽
、
価
額
に
し
て
九
千
三
一
白
七
十
三
阿
は
、
こ
れ
を
輸
入
に
仰
が
な

け
れ
ば
た

b
ゅ
な
か
っ
た
。
そ
と
で
大
島
は
、
西
洋
で
行
わ
れ
て
い
る
淋
乾
法
臼
採
用
を
説
く
の
で
あ
っ

τ、
こ
の
法
に
よ
れ
ば
、
製
坂

設
備
一

O
座
に
て
年
間
ゐ
よ
そ
一

O
万
布
の
塩
が
え
ら
れ
る
が
、
モ
の
う
ち
五
方
石
を
園
内
に
供
し
、
他
の
五
万
石
を
領
外
へ
移
出
す

る
な
ら
ば
、
総
費
用
主
差
引
い
て
お
よ
そ
千
二
百
両
ほ
ど
の
利
潤
が
え

b
れ
る
。
モ
れ
だ
け
で
た
く
、
『
御
国
用
五
万
石
は
不
残
白
塩

に
て
相
済
候
故
、
先
以
年
々
九
千
二
百
七
十
一
二
両
程
宛
の
御
国
益
と
相
成
、
其
上
刻
て
五
万
石
は
年
々
他
領
へ
売
払
、
右
代
金
壱
万
千

両
余
丈
は
金
銭
或
は
御
国
中
欠
乏
の
諸
ロ
聞
に
て
他
領
よ
り
入
り
来
り
侯
故
、
御
取
上
御
益
潤
の
外
、
都
合
弐
h
A

両
余
の
御
国
益
上

F
の

融
通
と
相
成
可
申
と
奉
存
候
』
と
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
近
代
的
製
塩
法
の
採
用
は
、
単
に
滞
庫
の
充
実
に
資
す
る
ば
か
り
で
な

近
代
日
本
の
先
駆
的
企
業
家

第
八
十
四
巻

九

第
三
号

九
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方

。

く
、
領
内
の
経
済
循
環
心
上
に
も
好
影
響
を
も
た

b
す
こ
と
主
力
説
し
℃
い
る
の
ぜ
あ
る
。

文
久
二
年
、
大
島
は
幕
府
御
用
に
よ
り
幽
館
奉
行
付
き
と
な
っ

ζ

北
海
道
へ
渡
フ
た
。
モ
白
使
命
は
、
同
地
の
警
備
の
己
と
ゐ
よ
び

炭
山
の
探
鉱
や
石
炭
の
分
析
試
験
な
ど
で
あ
っ
た
。
翌
年
い
っ
た
ん
帰
藩
し
た
が
、
そ
り
際
彼
は
、
尊
王
摂
夷
が
議
論
白
域
主
脱
し
た

園
内
的
危
機
を
眼
前
に
み
て
、
落
政
改
革
陀
関
す
る
す
こ
ぶ
る
長
文
の
上
申
書
士
藩
主
に
呈
出
し
た
。
そ
の
要
目
は
『
学
校
御
建
立
之

事
L

、
『
御
軍
制
御
改
革
之
事
』
、
『
商
業
主
勧
め
産
物
品
4

開
候
事
』
、
な

b
び
に
、
こ
れ

b
の
改
革
を
行
う
に
必
要
な
経
費
を
調
達
す
ベ

さ
便
法
を
説
い
た
『
当
分
金
繰
之
事
』
白
四
カ
条
で
あ
っ
て
、
全
体
と
し
て
は
富
国
強
兵
政
策
の
提
唱
に
外
な
ら
な
い
が
、

い
ま
第
=
一

の
点
を
み
る
と
、
冒
頭
に
つ
ざ
白
よ
う
に
書
か
れ

τ
い
る
。

『
同
国
の
本
は
農
に
在
り
国
の
宮
は
倹
に
在
り
と
中
候
事
普
通
の
説
に
御
座
候
へ
ど
も
、
唯
倹
を
守
り
農
を
勉
候
の
み
に
て
、
商
を
勧
め
産
を
開
て
財
を

理
せ
ざ
れ
ば
、
其
国
富
申
ま
じ
く
、
瞥
へ
ば
十
万
石
高
の
諸
侯
は
農
税
四
公
六
民
の
定
法
に
て
玄
米
四
万
右
の
収
納
可
有
候
処
.
其
内
二
万
石
を
家
人

の
俸
禄
と
仕
候
へ
ば
、
残
り
二
万
石
を
以
て
一
ヶ
年
目
相
続
に
差
向
け
悉
く
相
払
候
へ
ど
も
代
金
四
万
両
に
過
時
ま
じ
〈
、
比
四
万
両
に
て
十
万
石
相

応
の
勝
手
向
相
続
仕
候
へ
ば
何
時
も
有
余
有
之
ま
じ
〈
、
叉
十
万
石
の
団
地
を
農
家
一
万
軒
に
て
耕
作
仕
候
事
と
見
積
候
へ
ば
、
一
万
軒
の
手
取
米
六

一
一
怖
の
手
取
米
六
石
均
し
に
過
申
ま
じ
く
、
農
家
惣
て
玄
米
六
石
に
て
一
ヶ
年
中
古
式
相
続
仕
候
へ
ば
、
是
亦
生
涯
難
渋
相
暮
可
申
、
左
侯
ゆ

力
工
料
、

へ
上
下
と
も
生
涯
困
窮
し
て
有
余
の
見
詰
付
申
ま
じ
〈
』
云
々

乙
の
よ
う
に
粗
朴
た
農
本
主
義
士
批
判
し
、
進
ん
で
商
業
と
〈
に
対
外
商
業
と
そ
一
国
の
寓
強
に
寄
与
す
る
も
白
で
あ
る
こ
と
主
、

こ
れ
ま
た
数
字
を
用
い
て
説
明
し
、
さ

b
に
藩
に
よ
る
商
業
の
独
占
|
l
i
い
わ
ゆ
る
国
産
の
専
売
ー
ー
を
非
難
し
、
商
権
は
己
れ
を
商

民
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
て
『
上
に
在
る
人
は
唯
下
々
白
人
主
守
り
立
る
よ
り
外
白
職
は
有
之
ま
じ
く
候
へ
ば
、
何
と

τ出
よ
り
士
農
工
商
と
定
り
て
商
人
の
為
す
べ
き
職
分
主
上
に
奪
ひ
、
兵
人
目
必
至
難
渋
と
な
る
を
凡

τ
却

τ愉
快
と
す
る
事
有
之
ま



じ
儀
と
奉
存
候
』
と
い
っ
て
い
る
。
こ
白
考
え
方
は
儒
教
本
来
の
考
え
方
に
外
な
ら
な
い
が
、
大
島
の
場
合
に
あ
ヲ

τは
、
多
分
に
西

洋
白
自
由
主
義
思
想
の
影
響
を
う
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
節
が
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
後
に
触
れ
る
己
と
と
し
亡
、
進
ん
で
彼
の
商

業
治
よ
ぴ
産
業
振
興
策
士
見
る
と
、

『
商
業
主
勧
め
産
物
を
開
侯
た
め
に
肝
要
な
る
事
種
々
有
之
侯
へ
ど
も
、
先
ゴ
駅
路
の
制
を
正
う

す
る
は
勿
論
、
陸
運
水
漕
を
使
利
に
す
る
は
其
最
た
る
箇
条
に
可
有
之
と
奉
存
侯
』
と
述
べ
、
交
通
施
設
・
交
通
機
関
白
近
代
化
を
提

唱
し
て
い
る
こ
と
は
、
け
だ
し
卓
見
と
称
す
。
へ
き
で
あ
ろ
う
ο

産
業
白
開
発
に
つ
い
て
は
、
鉄
・
銅
・
金
・
銀
鉱
山
の
近
代
化
を
詳
論

し
亡
い
る
白
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
コ
い
て
は
筆
を
累
ね
る
必
要
は
な
い
。

己
の
上
申
書
に
コ
い
て
最
後
に
注
意
す
べ
き
は
、
改
革
の
第
一
箇
条
に
掲
げ
ら
れ
た
「
学
校
御
建
立
之
事
』
で
あ
る
c

こ
こ
で
彼
は

『
治
国
の
要
は
士
民
を
教
育
す
る
と
国
家
主
普
備
す
る
と
財
士
理
め
て
国
用
を
給
す
る
と
に
在

U
O
故
に
国
家
を
治
む
る
者
は
必
b
ず

学
校
を
建
て
、
土
民
を
教
化
し
、
人
才
を
養
ひ
、
武
備
を
張
亡
国
家
を
警
備
す
る
む
術
と
、
民
の
業
全
勧
め
産
物
を
閉
さ
財
生
理
め
て

国
用
を
給
す
る
と
に
あ
り
。
故
に
西
洋
各
国
に
於
亡
は
、
一
人
部
巨
邑
は
勿
論
辺
邑
小
村
と
い
へ
ど
も
必
b
ず
小
学
校
を
建
て
、
先
づ
童

子
を
教
導
し
亡
礼
法
算
数
地
理
窮
理
の
大
意
を
知
b
し
む
』
云
々
と
述
べ
て
、
小
学
校
を
は
じ
め
大
学
・
専
門
学
校
に
い
た
る
西
洋
の

学
制
の
概
要
士
説
明
し
、
南
部
藩
も
己
れ
に
倣
っ
て
『
御
国
中
諸
士
分
之
子
弟
は
申
に
及
ば
ず
、
末
ん
べ
L
子
弟
に
至
る
ま
で
七
歳
よ
り

十
五
歳
ま
で
の
聞
は
必
b
ず
小
学
校
に
出
し
、
時
-
刻
を
限
り
課
業
士
定
て
和
漢
西
洋
の
書
を
読
み
算
筆
を
為
学
候
様
御
仕
法
被
為
有
候

は
ば
、
必
b
ず
童
子
の
才
気
秀
発
仕
、
無
智
文
盲
目
者
絶
て
有
之
ま
じ
く
と
奉
存
候
』
と
、
義
務
教
育
制
度
主
提
唱
し
、
大
学
・
専
門

学
校
の
設
立
に
お
よ
び
、
さ
b
に
各
学
校
に
お
け
る
教
員
の
養
成
方
法
と
し
て
外
国
留
学
制
度
を
利
用
す
べ
き
旨
主
説
W
て
W
る。

己
れ
は
恐
b
く
、
わ
が
国
に
お
け
る
教
育
近
代
化
の
先
駆
的
意
見
で
は
左
刊
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
政
治
・
経
済
・

軍
事
等
の
近
代
化
の
大
前
提
と
し
℃
多
く
の
人
材
白
必
要
を
力
説
し
た
大
島
の
意
見
は
、
け
だ
し
卓
見
と
称
す
べ
く
、
事
実
彼
は
、
こ
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の
上
申
書
に
先
立
ち
、
文
久
元
年
に
同
志
と
は
か
り
、
問
洋
学
術
の
研
究
兼
学
習
所
の
設
立
を
建
議
し
、
容
れ
ら
れ
て
日
新
堂
が
建
て

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
彼
は
総
裁
に
任
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
同
僚
に
伍
し
て
、
み
ず
か
ら
余
密
学
・
物
理
学
・
物
産
学
・

英
語
学
を
研
究
し
教
授
し
て
い
る
υ

こ
れ
に
よ
っ
て
大
島
は
関
学
か
ら
進
ん
で
英
学
に
も
入
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
己
れ
ら

語
学
に
よ
っ
て
か
ち
え
た
彼
の
知
識
は
す
こ
ぶ
る
広
く
、
し
た
が
っ
て
右
の
藩
政
改
革
に
関
す
る
上
申
書
は
、
こ
の
広
い
識
見
の
上
に

立
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

U

す
な
わ
ち
、
そ
の
冒
頭
に
は

ロ

γ
ア
・
イ
ギ
リ
エ
・
フ
ラ

γ
ス
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
白
地
理
・
人

口
・
軍
備
・
経
済
状
態
な
ど
が
す
こ
ぶ
る
要
領
よ
く
描
か
れ
て
治
り
、
こ
れ
ら
の
国
々
を
相
手
に
事
を
構
え
よ
う
と
す
る
こ
と
が
い
か

に
愚
か
し
く
ま
た
危
険
で
あ
る
か
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
白
点
も
彼
白
人
物
を
理
解
す
る
上
に
重
要
で
あ
ろ
う
。

明
治
二
年
に
版
籍
奉
還
の
こ
と
が
あ
ヲ
て
間
も
な
く
、
大
島
は
政
府
に
出
任
し
て
大
学
大
同
教
に
任
ぜ
ら
れ
、

つ
い
で
大
蔵
省
鉱
山

司
に
転
じ
て
鉱
山
権
正
と
な
り
、
小
坂
銀
山
の
近
代
化
に
任
じ
た
が
、
三
年
十
月
工
部
省
設
置
に
伴
な
い
、
同
省
に
転
じ

τ工
部
権
少

丞
に
な
っ
た

υ

四
年
、
岩
倉
ミ
ッ
シ
ョ

γ
に
加
え
ら
れ
て
欧
米
巡
遊
、
主
と
し
て
各
国
の
鉱
山
事
情
を
視
察
し
て
、
六
年
帰
朝
、
翌
年

に
は
御
雇
外
人
技
帥
ら
を
伴
っ
て
九
州
地
方
諸
鉱
山
を
巡
検
υ

七
年
、
釜
石
鉱
山
の
官
営
が
決
定
す
る
や
、
同
地
万
に
出
張
し
て
そ
の

再
開
に
任
じ
た
。
そ
の
後
二
十
二
年
に
大
蔵
省
技
監
に
任
ぜ
ら
れ
て
退
官
す
る
ま
で
、
専
ら
鉱
山
近
代
化
の
仕
事
に
任
じ
、
就
中
、
小

坂
銀
山
・
佐
渡
金
山
に
沿
い
て
は
モ
の
長
と
し
て
経
営
を
担
当
し
た
。
そ
の
問
、
鉱
業
教
育
の
振
興
に
も
力
を
致
し
た
が
、
明
治
四
年

に
設
置
さ
れ
た
工
学
寮
〔
の
ち
の
工
部
大
学
校
)
一
は
、
彼
の
坑
学
寮
設
置
建
議
に
も

ιず
く
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
ド
ぅ
。

退
官
の
翌
年
、
推

さ
れ
て
日
本
鉱
業
会
々
長
に
就
任
し
た
と
き
は
、
齢
六
十
五
、
彼
の
全
生
涯
は
ま
さ
に
わ
が
国
鉱
業
の
近
代
化
に
捧
げ
b
れ
た
と
い
っ

て
よ
い
円
。

恒)

大
島
高
任
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
、
大
島
信
蔵
編
「
丈
島
高
任
行
実
」
に
よ
る
。



仙
川
淋
乾
法
ど
い
う
の
は
、
海
水
を
ポ
ゾ
プ
で
六
、
七
メ
ー
ト
ル
高
所
に
設
ら
え
た
タ
ン
ク
へ
汲
み
上
げ
、
徐
々
に
下
、
垂
ら
し
、
そ
り
途
中
で
水
分

を
し
ぜ
ん
に
蒸
発
さ
せ
、
濃
川
尽
な
梶
ホ
を
得
て
こ
れ
を
抗
く
方
法
む
よ
う
で
あ
る
。
大
品
は
乙
白
方
法
と
併
せ
て
、
極
語
、
町
一
地
に
適
す
べ
き
氷
結
法

を
も
紹
介
し
て
い
る
。

四

先
駆
的
企
業
家
の
性
格
と
背
景

以
上
、
石
河
正
龍
と
大
島
高
任
に
つ
い
亡
、
そ
の
た
し
た
事
績
と
の
連
関
に
お
い
て
思
想
の
概
要
を
述
べ
た
が
、
こ
れ
を
要
約
す
れ

ば
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
わ
が
国
に
お
け
る
近
代
的
紡
績
業
治
よ
ぴ
製
鉄
業
の
創
始
者
で
あ
る
と
h
も
に
、
企
業
家
的
性
格
の
持
主
で
あ

っ
た
。
そ
の
紡
績
業
も
製
鉄
業
、
も
、
彼
ら
の
私
命
業
と
し
て
創
始
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
点
で
、
彼
ら
を
企
業
家
F
一呼
y
A
の
に
対
し

て
異
論
が
あ
る
か
も
知
れ
友
日
。
け
れ
ど
も
、
た
と
え
そ
れ
が
藩
営
企
業
で
あ
っ
て
も
、
単
な
る
モ
デ
ル

F
し
で
営
ま
れ
た
も
の
で
も

な
け
れ
ば
、
円
わ
ん
や
物
好
き
か
ら
常
ま
れ
た
も
白
で
は
な
く
、
利
潤
白
獲
得
を
主
要
な
目
的
1
y

し
で
営
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
士
か
ら
、

そ
の
創
設
に
任
じ
た
彼

b
を
企
業
家
L

し
し
て
取
扱
う
こ
と
は
、
一
小
当
で
は
た
か
ろ
う
。
類
似
の
人
物
は
近
代
的
製
糸
業
に
率
先
芳
手
し

た
前
橋
藩
の
速
水
堅
曹
そ
白
他
に
も
こ
れ
十
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う
た
企
業
家
が
先
駆
と
な
っ
て
、
間
も
な
く
資
本
家

的
企
業
家
が
輩
出
し
で
き
た
こ
と
を
思
う
た
ら
ば
、
彼
ら
が
日
本
経
済
の
近
代
化
に
演
じ
た
役
割
は
重
要
視
す
べ
く
、
ま
た
、
先
駆
的

企
業
家
が
己
の
主
う
た
人
物
に
お
い
て
発
生
し
た
と
と
る
に
、
わ
が
国
の
近
代
企
業
史
の
重
要
な
特
徴
の
一
つ
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

石
河
に
し
て
も
大
島
に
し
て
も
、
藩
士
と
は
い
っ
て
も
固
有
の
武
士
で
は
な
か
っ
た
。
と
く
に
石
河
は
新
規
召
抱
え
白
藩
士
で
あ
っ

た
。
そ
れ

rも
拘
b
ず
、
彼

b
げ
か
藩
士
と
し
て
す
と
ぷ
る
重
く
用
い
ら
れ
た
の
は
、
聞
学
九
笠
通
じ
て
西
洋
の
近
代
技
術
中
経
済
に
か
ん

近
代
目
木
の
先
駆
的
企
業
家

滞
八
十
四
巻

九
五

'第

号
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す
る
す
ぐ
れ
た
知
識
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
関
学
は
最
初
医
学
聞
が
取
入
れ
ら
れ
た
が
、
天
保
末
年
以
降

に
は
兵
学
中
砲
術
た
ど
、
要
す
る
陀
軍
事
的
方
面
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
乙
と
に
た
っ
た
。
し
か
し
軍
事
面
の
研
究
は
モ
れ
だ
け
に
終

ら
な
か
っ
た
。
強
力
校
軍
備
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
経
済
的
基
礎
苧
政
治
組
織
に
目
を
向
け
さ
古
た
。
幕
末
・
維
新
却
に
ゐ
け
る
各
方

国
の
近
代
化
の
指
導
者
た
ち
の
殆
ん
ど
全
部
が
直
接
・
間
接
に
西
洋
諸
国
を
見
聞
し
、
多
少
と
も
に
西
洋
思
想
を
取
入
れ
て
い
た
こ
と

を
思
う
な
ら
ば
、
日
本
の
近
代
化
に
ゐ
け
る
西
洋
の
影
響
は
絶
対
に
己
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か

ら
し
て
も
、
先
駆
的
企
業
家
と
し
て
の
石
判
キ
大
島
の
地
位
を
高
く
評
価
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
彼
ら
の
企
業
家
的
才
能
が
発
揚
さ
れ
た
の
は
、
藩
営
企
業
に
沿
い
て
で
あ
っ
た
。
蒋
の
企
業
経
常
は
、

は
、
享
保
年
代
以
来
と
く
に
盛
ん
に
た
っ
た
国
産
奨
励
政
策
な
い
し
国
産
専
売
政
策
の
つ
づ
き
で
あ
っ
た
。
と
れ
ら
の
政
策
に
お
い
て

一
聞
に
お
い
て

も
、
モ
の
担
当
者
に
は
企
業
家
的
性
格
の
持
主
が
多
数
現
わ
れ
て
い
る
。
姫
路
藩
の
河
合
寸
翁
た
と
は
そ
の
代
表
的
人
物
で
あ
ろ
う
。

け
れ
ど
も
、
他
面
で
は
、
必
ず
し
も
り
づ
き
と
は
い
え
た
い
も
の
が
あ
っ
た
。
第
一
、
国
産
奨
励
政
策
や
専
売
政
策
が
財
政
の
救
済
な

い
し
補
強
を
目
的
と
し
た
の
に
対
し
、
藩
営
企
業
は
積
極
的
な
藩
の
富
強
を
目
的
と
し
た
。
第
二
、
前
者
が
、
生
産
面
に
多
大
の
関
心

を
払
っ
た
と
は
い
え
、
や
は
り
商
業
資
本
家
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
は
産
業
資
本
家
的
で
あ
ヲ
た
。
そ
し
て
、
藩
が
商
業
資
本

家
的
か
ら
産
業
資
本
家
的
へ
と
立
場
を
変
え
た
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
に
つ
い
て
は
、
対
外
関
係
が
切
迫
す
る
に
お
よ
ん
で
、
富
国

強
兵
の
決
意
を
新
た
に
す
る
必
要
が
生
じ
た
事
情
が
あ
る
が
、
も
う
一
つ
、
技
術
が
新
規
で
あ
り
か
っ
多
額
の
資
本
の
固
定
を
要
求
す

る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
ね
ば
な

b
た
い
。
す
な
わ
ち
、
己
む
よ
う
な
新
企
業
に
投
資
し
う
る
も
白
は
、
当
時
の
状
態
に

お
い

τは
、
藩
以
外
に
は
見
当
ら
な
か
づ
た
の
で
あ
づ
て
、
か
く
て
石
河
宇
大
島
の
よ
う
な
人
々
の
才
能
は
、
藩
営
企
業
に
治
い
て
は

じ
め

τ発
揚
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
幕
末
に
治
け
る
諸
藩
の
積
極
的
な
富
国
強
兵
政
策
が
先
駆
的
企
業
家
を
育
て
上
げ



た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
両
人
白
事
績
と
思
想
白
つ
な
が
り
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

己
心
よ
う
な
次
第
で
、
わ
が
閣
の
先
駆
的
企
業
家
は
、
ま
ず
富
国
強
兵
の
理
念
と
結
び
つ
き
、
落
営
企
業
に
わ
い
て
発
生
し
た

G

企

業
利
潤
を
私
的
利
益
に
で
は
た
く
藩
寓
に
結
び
つ
け
て
実
現
し
よ
う
と
し
た
と
己
ろ
に
、
そ
の
性
格
の
特
徴
が
あ
ワ
た
o

蒋
富
の
理
念

は
や
が
て
国
吉
田
の
理
念
へ
と
高
ま
っ
た
。
と
の
点
は
す
で
に
石
河
に
も
大
島
に
も
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
建
議
室
田
に
は
、

外
国
に
対
寸
る
日
本
ム
の
考
慮
い
か
随
所
に
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
白
こ
と
は
、
維
新
以
後
に
発
生
し
た
私
企
業
を
見
る
場
合
に
も
注
意
す

ベ
き
点
で
あ
っ

τ、
私
的
利
益
を
国
家
的
利
益
に
よ
っ
て
ジ
寸
ス
テ
ィ
フ
ァ
イ
し
よ
う
と
す
る
而
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
画
家
的
利
益

を
先
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
私
企
業
が
続
々
起
っ
て
き
た
と
い
う
客
観
的
事
実
も
己
れ
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
モ
れ
ほ
ど
、

わ
が
国
民
沿
い

τは
、
儒
教
に
よ
っ
て
育
士
れ
た
国
家
意
識
が
強
か
っ
た
白
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
興
味
が
あ
る
の
は
、
外
国
貿

易
に
対
し
て
積
極
的
で
な
い
大
阪
商
人
心
態
度
を
批
判
し
た
加
藤
佑
一
の
つ
ぎ
の
言
葉
で
あ
る
。

『
(
前
略
)
日
本
国
中
に
大
高
宮
家
の
多
く
集
り
た
る
地
は
大
坂
に
超
た
る
は
な
き
程
な
れ
ど
も
、
交
晶
に
人
気
の
す
す
空
白
は
、
交
易
ほ
し
て
も
せ
ρ

で
も
是
迄
の
家
業
に
て
十
分
な
り
と
て
、
手
記
し
を
せ
ぬ
人
、
或
は
新
規
の
事
に
手
出
し
す
る
は
家
風
に
な
き
事
也
な
と
、
姑
息
な
る
論
を
た
て
て
せ

白
人
な
ど
あ
る
故
也
。
こ
れ
は
い
つ
れ
も
大
い
な
る
あ
や
ま
り
な
り
ロ
た
と
へ
ば
今
士
分
の
も
の
、
こ
こ
に
合
戦
は
じ
ま
ら
ば
、
天
朝
の
一
御
為
と
ん
で

出
で
、
死
を
決
し
て
戦
ふ
な
る
べ

L
o
我
は
衣
食
に
事
足
る
だ
吋
の
知
行
か
持
た
れ
ば
、
他
人
の
知
行
を
と
ら
ず
t
も
よ
し
と
て
、
白
戦
を
よ
そ
に
見
て
、

ふ
と
こ
ろ
手
L
て
居
る
も
の
は
あ
る
ま
じ
。
外
国
と
の
交
易
は
じ
ま
り
た
る
は
、
商
人
の
身
に
と
り
て
は
大
合
戦
の
は
じ
ま
り
た
る
也
。
さ
ら
ば
天
朝

の
御
為
お
の
お
の
と
ん
で
出
で
、
御
国
を
利
す
る
事
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
k
也
。
我
一
身
の
や
す
き
に
ま
か
せ
て
、
御
国
の
御
為
を
お
も
は
ぬ
は

ウ

不
忠
な
り
(
下
略
こ

こ
む
言
葉
は
、
貿
易
に
対
す
る
大
阪
商
人
の
消
極
的
態
度
が
国
家
意
識
の
稀
薄
な
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で

近
代
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本
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先
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企
業
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あ
る
。
な
ぜ
そ
れ
が
稀
薄
で
あ
づ
た
か
に
づ
い
て
は
二
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
。
第
一
、
国
産
奨
励
が
幕
府
に
よ
ヲ
て
唱
導
せ

b
れ
、
諸

薄
に
沿
い
て
は
死
活
に
か
か
わ
る
事
柄
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
て
い
て
も
、
大
阪
商
人
白
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
諸
問
に
国
産
が
起
れ
ば
し

ぜ
ん
商
品
白
大
阪
廻
着
高
が
増
加
し
、
商
売
は
繁
昌
す
る
か

b
、
己
の
政
策
を
自
分
事
と
し
て
気
を
配
る
必
要
が
た
か
っ
た
。
第
二
、

大
阪
は
天
領
で
あ
り
、
天
領
は
全
体
と
し
て
全
国
四
十
七
カ
国
に
散
在
し

τ、
諸
藩
の
よ
う
に
一
国
を
形
成

L
う
る
よ
う
た
状
態
に
は

在
か
っ
た
。
こ
の
説
明
白
当
否
は
と
も
か
く
と
し
て
、
加
藤
白
言
葉
は
、
わ
が
固
に
お
け
る
積
根
的
企
業
心
が
国
家
意
識
た
い
し
国
宮

の
観
念
と
結
び
つ
い
て
起
っ
て
き
た
こ
と
を
裏
書
き
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

先
に
も
述
べ
た
上
う
に
、
こ
の
国
家
意
識
は
儒
教
に
よ
っ

τ育
ま
れ
た
も
の
で
あ
づ
た
。
儒
教
と
く
に
朱
子
学
は
あ
る
意
味
で
理
屈

の
学
問
で
あ
り
、
極
め
て
イ
デ
オ
ロ
ジ
カ
ル
で
あ
っ
て
、
森
羅
万
象
す
ベ

τの
根
源
を
理
と
気
あ
る
hv
は
陰
陽
五
行
に
帰
し
、
そ
の
道

理
主
説
く
に
専
b
に
し
て
、
歴
史
的
現
実
を
見
ょ
う
と
し
な
い
学
問
で
あ
ヮ
た
。
し
か
し
、
モ
れ
は
、

一
方
で
は
国
家
意
識
を
育
て
、

他
方
で
は
学
問
・
教
育
の
重
要
性
主
教
え
た
。
こ
の
後
の
点
が
基
礎
と
な
っ
て
、
幕
末
・
維
新
期
に
は
蘭
学
か

b
進
ん
で
英
学
そ
の
他

洋
学
白
熱
心
な
研
究
者
が
輩
凹
し
た
。
洋
学
は
自
然
心
理
を
説
〈
の
み
在
b
ず
、
そ
の
人
生
へ
の
利
用
を
教
え
る
学
問
で
あ
っ
た
。
し

か
も
そ
白
教
え
る
と
こ
ろ
が
兵
学
中
近
代
技
術
キ
経
済
に
関
す
る
知
識
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
新
b
し
い
意
味
で
の
富
国
強
兵
の
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
た
諸
藩
の
人
士
に
洋
学
研
究
者
が
輩
出
し
、
あ
る
い
は
洋
学
者
が
諸
藩
に
重
用
企
ら
れ
た
り
は
、
し
ぜ
ん
の
成
り
行
き

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
わ
が
国
に
治
け
る
近
代
企
業
の
先
駆
者
は
、
多
〈
藩
営
企
業
に
関
連
し
て
生
れ
て
き
た
の
で
あ
ヮ
て
、
石
何

正
詑
h
T

大
島
高
任
は
そ
の
典
型
的
た
事
例
応
外
友
ら
一
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

'(7) 

加
藤
佑
一
著
「
主
易
心
得
草
」

(
前
編
)

(
明
治
一
克
年
)


